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生
ま
れ
変
わ
っ
た
大
阪
駅

　
～
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
～

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
メ
デ
ィ
ア
パ
ワ
ー
向
上

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

取
締
役
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
本
部　

開
発
部
長

徳
光
　
郁
夫

巻
頭
レ
ポ
ー
ト

　

５
月
４
日
、
西
日
本
最
大
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
あ
る
大
阪
駅
が
、
駅
ビ
ル
の
商
業
施

設
と
一
体
化
し
、
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

「
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
」（
以
下
「
Ｏ

Ｓ
Ｃ
」）
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

た
。
総
工
費
約
２
１
０
０
億
円
を
投
じ
て

建
設
さ
れ
た
Ｏ
Ｓ
Ｃ
は
、
お
客
様
に
と
っ

て
快
適
で
利
用
し
や
す
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
線
路
上
空
に
新
た
に

南
北
連
絡
橋
、
改
札
口
が
設
置
さ
れ
、
混

雑
の
緩
和
、
各
線
へ
の
乗
換
え
等
、
お
客

様
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、ホ
ー

ム
全
体
を
覆
う
よ
う
に
、
南
北
の
ノ
ー
ス

ゲ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
つ
な
ぐ
東
西
約
１
８
０

ｍ
、
南
北
約
１
０
０
ｍ
の
ド
ー
ム
が
新
設

さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
停
車
場
を

想
起
さ
せ
る
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
ま

た
、
お
客
様
に
「
癒
し
の
場
」
を
提
供
す

る
た
め
に
、「
水
」「
緑
」「
時
」「
エ
コ
」「
情
報
」

を
共
通
テ
ー
マ
に
、
特
徴
を
持
っ
た
８
つ

の
広
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
広
場
の
デ

ザ
イ
ン
は
、新
幹
線
「
さ
く
ら
」、「
つ
ば
め
」

な
ど
、
数
々
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
水

戸
岡
鋭
治
氏

が
行
っ
た
。

　

Ｏ
Ｓ
Ｃ
の

総
延
床
面
積

は
約
53
万
㎡

で
、
駅
付
帯

施
設
の
総
床

面
積
と
し
て

は
、
日
本
最

大
級
で
あ

る
。
こ
の
う

ち
、
ノ
ー
ス

ゲ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
Ｊ
Ｒ
大
阪
三
越

伊
勢
丹
と
ル
ク
ア
、
サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
大
丸
を
合
わ
せ
た
商
業
施
設

の
店
舗
面
積
は
、
12
万
４
千
㎡
で
、
西
日

本
最
大
、
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
越
谷
に

次
い
で
日
本
２
位
の
規
模
で
あ
る
。
大
阪

駅
の
１
日
当
た
り
の
乗
降
人
数
も
約
90
万

人
に
達
す
る
勢
い
で
あ
り
、
新
宿
、
池
袋

に
次
い
で
日
本
で
３
番
目
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

リニューアルされた大阪駅外観

8 層吹き抜けのアトリウム広場

眼下に電車が行きかう時
と き

空の広場
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お
客
様
の
目
を
引
く

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

　

駅
構
内
で
、
お
客
様
の
目
に
付
く
の
が
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
あ
る
。
駅
の
広

告
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
当
社
が
１
０
６
面
の

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
新
設
し
た
ほ
か
、

商
業
施
設
の
販
促
や
店
舗
案
内
等
の
情
報

用
ボ
ー
ド
と
し
て
も
設
置
さ
れ
、
大
阪
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
全
体
で
約
４
５
０
面

が
稼
働
し
て
い
る
。

　

今
回
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
開
発
に

あ
た
っ
て
は
、
鉄
道
広
告
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
の
特
性
「A

! V
ICFU

N

」
を
基

本
ベ
ー
ス
に
広
告
価
値
向
上
を
目
指
し
た
。

鉄
道
広
告
の
元
々
の
特
性
で
あ
る

A
ttention

（
気
づ
く
）

に
加
え
て
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
特
性
で
あ
る

① V
arious

（
あ
れ
も
こ
れ
も
）

② Inevitably

（
ど
う
し
て
も
）

③ Coincidentally

（
一
斉
に
）

④ Frequently

（
た
び
た
び
）

⑤ U
nconsciously

（
知
ら
ず
知
ら
ず
）

⑥ N
etw

ork

（
ど
こ
で
も
）

で
あ
る
。

　

掲
出
手
法
と
し
て
は
、
お
客
様
の
流
動

や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮
し
な
が
ら

１
．大
型
画
面
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ

２
．エ
リ
ア
ジ
ャ
ッ
ク
に
よ
り
訴
求
効
果
を

高
め
る
ゾ
ー
ン
タ
イ
プ

３
．よ
り
視
認
性
を
高
め
た
連
続
タ
イ
プ

の
３
タ
イ
プ
を
開
発
し
た
。

大
型
画
面
で
高
い
視
認
率

「
マ
ル
チ
48
、
マ
ル
チ
８
」

　

お
客
様
が
メ
デ
ィ
ア
に
正
対
す
る
時
間

が
比
較
的
長
い
場
所
に
、
大
型
メ
デ
ィ
ア

を
設
置
し
、
視
認
性
を
向
上
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
発
し
た
も
の
で
、
３
階
の
南
北

連
絡
橋
と
桜
橋
口
柵
外
西
部
地
下
道
に
設

置
し
た
。

　

３
階
部
分
の
南
北
連
絡
橋
の
改
札
内
コ

ン
コ
ー
ス
と
自
由
通
路
に
設
置
し
た
の
が
、

「
大
阪
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
48
」
で
あ
る
。
60

イ
ン
チ
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
48
面
で
構
成

し
て
お
り
、
大
阪
環
状
線
ホ
ー
ム
へ
降
り

る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横
の
壁
面
に
は
縦
２

面
×
横
６
列
の
12
面
（
２
０
６
イ
ン
チ
相

当
）、改
札
内
外
の
３
箇
所
の
店
舗
上
部（
約

４
・
５
ｍ
）
に
は
横
１
列
に
12
面
（
１
０
３

イ
ン
チ
相
当
×
連
続
４
セ
ッ
ト
）
の
マ
ル

チ
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
置
し
た
。
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
は
、
フ
レ
ー
ム
幅
が
６
・
５
㎜
の
狭
縁

型
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
に
見

や
す
い
よ
う
に
15
度
の
傾
斜
を
つ
け
た
。

効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
５
月
７
日･

８

日
の
２
日
間
、
南
北
連
絡
橋
周
辺
を
利
用

さ
れ
た
お
客
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、「
ひ
と
つ
で
も
見

た
」「
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
回
答
い

た
だ
い
た
割
合
は
94
・
６
％
と
広
告
効
果

の
高
い
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

横
１
列
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
単
に
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
放
映
す
る
だ
け
で
な
く
、

Ｃ
Ｍ
動
画
と
静
止
画
と
の
組
み
合
わ
せ
や

横
幅
９
ｍ
を
フ
ル
に
活
か
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
の
放
映
も
出
て
き
て
お
り
、ア
イ
キ
ャ
ッ

チ
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
放
映
ロ
ー

ル
は
３
分
１

ロ
ー
ル
、
販

売
価
格
は
15

秒
／
週
で

70
万
円
（
税

別
）
に
設
定

し
た
。

　

ま
た
、
桜

橋
口
柵
外
西

部
地
下
道
に

設
置
し
た

の
が
、「
コ
リ

ド
ー
マ
ル
チ

８
」で
あ
る
。

従
来
ポ
ス
タ

ー
ボ
ー
ド
と
し
て
使
用
し
て
い
た
場
所
に
、

１
２
０
イ
ン
チ
相
当
の
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン

を
２
セ
ッ
ト
設
置
し
た
。
大
型
で
人
の
目

線
の
高
さ
に
あ
り
、
視
認
効
果
が
高
い
メ

デ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
指
向
性

ス
ピ
ー
カ
ー
も
取
付
け
、
音
声
も
可
能
で

あ
り
、
お
客
様
に
対
す
る
訴
求
効
果
も
高

い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
放
映
ロ
ー
ル
は
４

分
１
ロ
ー
ル
15
秒
／
枠
×
16
枠
、
販
売
価

格
は
15
秒
／
週
で
８
万
１
千
円
（
税
別
）

に
設
定
し
た
。

首
都
圏
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
デ
ィ
ア

「
Ｊ
・
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」

　

駅
コ
ン
コ
ー
ス
を
通
行
す
る
お
客
様
の

動
線
に
正
対
し
て
縦
型
の
大
型
デ
ィ
ス
プ

アイキャッチ効果が期待される大阪マルチビジョン 48

視認効果が高いコリドーマルチ 8
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レ
イ
を
柱
に
連
続
的
に
複
数
面
設
置
し
、

視
認
性
を
あ
げ
る
目
的
で
開
発
し
た
の
が

「
Ｊ
・
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
で
あ
る
。

　

設
置
場
所
は
、
御
堂
筋
口
改
札
外
コ
ン

コ
ー
ス
。
65
イ
ン
チ
の
縦
型
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
北
側
の
阪
急
と
の
乗
換
通
路
の

柱
に
12
面
、
南
側
の
大
阪
地
下
鉄
と
の
乗

換
通
路
の
柱
に
９
面
、
計
21
面
設
置
し
た
。

同
様
の
「
Ｊ
・
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」

は
、
三
ノ
宮
駅
（
８
面
）、
京
都
駅
（
10

面
）
に
も
設
置
し
た
。
こ
の
メ
デ
ィ
ア
は
、

鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

首
都
圏
の
Ｊ
・
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
と
と
も
に
、

「
Ｊ
・
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
16
駅
１
７
５
面
）
と
し
て
販

売
し
て
い
る
ほ
か
、京
阪
神
３
駅
で
の
セ
ッ

ト
販
売
、
単
駅
で
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

来
年
２
月
か
ら
は
、
名
古
屋
駅
に
も
設
置

さ
れ
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
商
品
と
し

て
販
売
す
る
予
定
で
あ
る
。
放
映
ロ
ー
ル

は
６
分
１
ロ
ー
ル
で
15
秒
／
枠
×
24
枠
、

販
売
価
格
（
Ｊ
・
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ッ
ト
）
は
15
秒

／
週
で
１
３
６
万
円
に
設
定
し
た
。

フ
ラ
ッ
グ
位
置
で
高
い
視
認
性

「
南
北
自
由
通
路
セ
ッ
ト
」

　

高
い
位
置
に
連
続
し
て
設
置
す
る
こ
と

で
視
認
性
を
あ
げ
る
目
的
で
開
発
し
た
の

が
「
南
北
自
由
通
路
セ
ッ
ト
」
で
あ
る
。

　

設
置
場
所
は
、
南
北
連
絡
橋
の
自
由
通

路
の
柱
上
部
。
当
初
計
画
は
、
フ
ラ
ッ
グ

設
置
予
定
で
あ
っ
た
が
、
改
札
前
で
あ

り
、
広
告
価
値
も
高
い
こ
と
か
ら
、
４
本

の
柱
に
各
４
面
、
計
16
面
の
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
設
置
し
た
。
設
置
し
た
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
は
、
60
イ
ン
チ
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
で
、
傾
斜
角
度
を
15
度
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
外
光
の
反
射
も
抑
え
ら
れ
て
、
意

匠
デ
ザ
イ
ン
も
見
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

掲
出
場
所
が
南
北
の
ビ
ル
を
結
ぶ
自
由
通

路
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
関
連
に
限
定
し
て
い

る
。
放
映
ロ
ー
ル
は
６
分
１
ロ
ー
ル
で
15

秒
／
枠
×
24
枠
、
販
売
価
格
は
15
秒
／
週

で
10
万
８
千
円
に
設
定
し
た
。

お
客
様
の
目
を
引
き
付
け
る

コ
ン
テ
ン
ツ

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
導
入
後
、
注
力

し
て
い
る
の
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。

設
置
し
て
６
ヵ
月
が
経
過
し
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
媒
体
の
注
目
率
を
あ
げ
、
よ

り
広
告
効
果
の
価
値
向
上
を
図
る
た
め
、

「
感
動
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の

放
映
を
実
施
し
て
い
る
。
８
月
に
は
、
女

子
サ
ッ
カ
ー
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の

澤
選
手
の
所
属
チ
ー
ム
に
よ
る
女
子
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
祝
勝
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ

ン
ツ
、
夏
の
甲
子
園
大
会
の
地
方
大
会
優

勝
及
び
全
国
大
会
の
祝
勝
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ

ン
テ
ン
ツ
を
放
映
し
た
。
ま
た
、
10
月
に

は
、
時
刻
を
持
つ
女
性
の
画
像
で
時
間
を

知
ら
せ
る
「
美
人
時
計
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
エ
キ
ナ
カ
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
三
越
伊
勢

丹
、
ル
ク
ア
、
ア
ル
ビ
の
各
シ
ョ
ッ
プ
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
時
計
機
能
付
き
広
告
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
「
Ｊ
・
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
」
で
放
映
し
た
。

ま
す
ま
す
集
客
力
ア
ッ
プ

　

大
阪
駅
周
辺
は
、
現
在
大
規
模
な
開
発

が
進
ん
で
お
り
、
関
西
の
再
生
を
リ
ー
ド

す
る
新
し
い
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
梅
田
貨
物
駅
を
中
心

と
す
る
大
阪
北
ヤ
ー
ド
約
24 

ha
の
う
ち
約

７
ha
は
、「
大
阪
駅
北
大
深
東
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
」
と
し
て
開
発
さ
れ
て
お

り
、
２
０
１
３
年
春
、
商
業
施
設
、
ナ
レ
ッ

ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
ホ
テ
ル
、
分
譲
住
宅
な

ど
が
入
居
す
る
「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」

が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
今
後
も
集
客
力
向
上

と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
メ
デ
ィ

ア
パ
ワ
ー
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

南北自由通路セット

時刻も分かるし目にも楽しい美人時計

J・AD ビジョン WEST
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「愛犬の命日に想う」
理事　藤内　哲夫（株式会社ジェイアール九州エージェンシー）

　

11
月
は
13
年
４
ケ
月
の
寿
命
を
全
う
し
た
愛
犬
の

命
日
で
あ
る
。
毎
年
こ
の
時
期
に
、
家
内
と
お
寺
の

共
同
墓
地
に
花
と
庭
の
柿
実
を
１
個
持
っ
て
お
参
り

に
行
く
。
犬
に
柿
と
は
不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
野
菜
や
果
物
が
大
好
き
で
、
庭
に
あ
る

富
有
柿
の
実
は
、
ジ
ャ
ン
プ
し
て
届
く
範
囲
は
全
て

食
べ
尽
く
し
て
い
た
。
そ
ん
な
訳
で
毎
年
お
供
え
を

し
て
い
る
。

　

こ
の
犬
と
の
出
会
い
は
平
成
４
年
で
あ
る
。
小
学

生
の
子
供
達
の
強
い
要
望
と
、
情
操
教
育
を
兼
ね
、

家
を
建
て
引
っ
越
し
た
こ
と
を
期
に
、
飼
う
こ
と
に

し
た
。
犬
種
は
、近
所
迷
惑
を
考
え
吠
え
な
い
こ
と
、

近
所
に
小
さ
い
子
供
達
が
い
る
の
で
攻
撃
性
が
な
い

こ
と
、
し
つ
け
や
す
い
こ
と
等
を
条
件
に
相
談
し
た

所
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト
リ
ー
バ
ー
を
紹
介
さ
れ
た
。

大
型
犬
（
34
㎏
に
成
長
）
な
の
で
少
し
躊
躇
し
た
が
、

金
色
に
輝
く
毛
並
み
と
人
懐
こ
さ
と
愛
ら
し
さ
に
魅

了
さ
れ
決
定
し
た
。
こ
の
犬
は
猟
師
が
撃
ち
落
と
し

た
水
鳥
を
、
沼
池
に
入
り
回
収
（R

etriever

／
レ

ト
リ
ー
バ
ー
）
す
る
鳥
猟
犬
と
し
て
品
種
改
良
さ
れ

た
も
の
で
、
水
泳
が
得
意
で
あ
り
、
穏
や
か
で
従
順
、

誰
と
で
も
仲
良
く
で
き
る
心
優
し
い
性
格
を
持
っ
て

い
る
。

　

大
型
犬
飼
育
の
注
意
点
は
、「
頑
丈
な
骨
格
の
形

成
」
と
「
し
っ
か
り
し
つ
け
を
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

犬
は
僅
か
半
年
で
、成
犬
の
大
き
さ
に
成
長
す
る
為
、

こ
の
間
に
頑
丈
な
骨
格
を
作
っ
て
や
ら
な
い
と
、
Ｏ

脚
に
な
っ
た
り
、
年
を
と
っ
て
体
重
を
支
え
ら
れ
な

く
な
り
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
う
。
良
質
な
ド
ッ
グ

フ
ー
ド
に
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
を
混
ぜ
た
り
、
肉
屋
で
牛

骨
を
取
り
寄
せ
て
与
え
る
な
ど
食
事
に
は
気
を
使
っ

た
。
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
り
っ
ぱ
な
体
格
の
成
犬

に
成
長
し
、
大
型
犬
の
寿
命
が
10
年
と
い
わ
れ
る
中

で
、
13
年
以
上
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

し
つ
け
に
つ
い
て
は
、
子
供
や
家
内
に
も
大
型
犬

を
扱
え
る
よ
う
に
と
、
犬
の
訓
練
所
に
預
け
た
。
訓

練
を
担
当
し
た
の
は
背
丈
１
５
０
㎝
超
の
小
柄
な
可

愛
い
女
性
で
あ
る
。
週
一
度
、
犬
に
会
う
の
と
訓
練

の
具
合
を
見
に
、
訓
練
所
を
訪
れ
て
い
た
が
、
彼
女

の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
犬
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
び
き

び
動
い
て
い
た
。
訓
練
も
残
り
一
月
に
な
り
、
飼
い

主
も
訓
練
す
る
の
で
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
訓
練

士
の
彼
女

か
ら
犬
の

ロ
ー
プ
を

渡
さ
れ
た

が
、
ど
う

も
犬
に
舐

め
ら
れ
て

い
る
よ
う

で
思
う
よ

う
に
動
か

な
い
。
お

座
り
を
さ

せ
て
も
後

ろ
足
を
横

に
投
げ
出

し
て
だ
ら

し
な
い
。

し
か
し
、
彼
女
が
ロ
ー
プ
を
持
っ
た
途
端
に
別
犬

の
よ
う
に
ピ
シ
ッ
と
正
し
い
座
り
を
す
る
。
犬
は

私
を
同
僚
と
し
て
、
小
柄
な
訓
練
士
の
彼
女
を
厳
し

い
ボ
ス
と
し
て
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
犬
は
も
と

も
と
群
れ
の
中
で
生
き
る
動
物
で
上
下
関
係
が
あ

り
、
常
に
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
認
識
し
、
よ
り

上
位
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
習
性
が
あ
る
。
従
っ

て
、
飼
い
主
が
ま
ず
犬
よ
り
も
上
位
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
し
め
、
逆
転
さ
れ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
事
が
重

要
で
あ
る
。
飼
い
主
が
犬
に
噛
ま
れ
る
の
は
、
地
位

が
逆
転
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ら
し
い
。
猿
回
し
の

飼
い
主
が
猿
に
噛
み
付
き
、
上
下
関
係
を
知
ら
し
め

る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
真
意
は
別

と
し
て
方
法
の
１
つ
で
あ
る
。
犬
を
押
さ
え
つ
け
た

り
、
投
げ
た
り
と
少
々
手
荒
な
こ
と
も
必
要
で
あ
る

が
、
一
般
的
な
飼
い
主
は
つ
い
つ
い
甘
や
か
し
て
し

ま
い
が
ち
で
あ
る
。
飼
い
主
の
訓
練
と
い
う
の
は
犬

の
習
性
と
犬
に
対
す
る
接
し
方
の
基
本
を
習
得
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
誉
め
た
り
怒
っ
た
り
は
そ

の
場
で
直
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
後
か
ら
で
は
、
犬

は
何
故
誉
め
ら
れ
怒
ら
れ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な

い
。
そ
し
て
、
誉
め
る
時
は
大
げ
さ
に
す
る
こ
と

が
コ
ツ
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
色
々
と
教
え
て
頂

い
た
。
訓
練
を
卒
業
し
、
12
年
以
上
を
一
緒
に
過

ご
し
た
が
、
訓
練
し
た
お
陰
で
大
型
犬
で
あ
り
な

が
ら
、
よ
く
言
う
こ
と
を
聞
き
（
い
た
ず
ら
も
多

か
っ
た
が
）
家
族
の
一
員
と
し
て
実
に
沢
山
の
楽

し
い
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
た
。
子
供
達
が
成
長

し
、
親
か
ら
遠
ざ
か
る
に
よ
う
に
な
っ
て
も
、
犬

だ
け
が
唯
一
私
と
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
、
海
や
山

や
散
歩
に
ゴ
ル
フ
練
習
の
ボ
ー
ル
回
収
に
と
付
き

合
っ
て
く
れ
た
。
訓
練
し
た
お
陰
で
、
こ
れ
ま
で

飼
っ
た
ど
の
犬
よ
り
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
犬
の
寿
命
は
人
間
の
８
倍
位
の

速
さ
で
進
む
為
、
最
後
は
死
を
見
取
っ
て
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
死
に
初
め
て
直
面
し
た
子
供
達
に
は

シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
か
っ
た
が
、
命
の
大
切
さ
と
生
き

て
い
る
こ
と
の
有
難
さ
を
教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思

う
。
犬
を
飼
う
こ
と
は
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
そ
れ

以
上
の
も
の
を
与
え
て
く
れ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

次
回
は
副
会
長 

野
村
勝
彦
氏
の
予
定
で
す
。お
楽
し
み
に
。

広 場
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交
通
広
告
実
務
研
修
の
開
催

　

９
月
９
日
（
金
）
毎
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

大
阪
本
社　

毎
日
イ
ン
テ
シ
オ
４
階
会
議

室
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
「
交
通
広
告

実
務
研
修
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。　

　

今
回
は
、
近
畿
地
区
に
加
え
広
島
や
金

沢
地
区
の
会
員
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
総

勢
75
名
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
浅
沼
支
部
長
か
ら
次
の
よ
う
な

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
思
考
能
力
を
高
め
る
５
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
性
格
を
前
向
き
思
考
に
切
り
替
え
る
。

LET
 IT

 BE. 

こ
れ
で
い
い
の
だ
と
考

え
る
。

２
．
何
事
に
も
興
味
を
持
っ
て
感
動
す
る

力
を
鍛
え
る
こ
と
。

３
．
し
っ
か
り
と
物
事
を
見
聞
き
す
る
習

慣
と
多
彩
な
趣
味
を
身
に
つ
け
る
こ

と
。
人
の
話
は
し
っ
か
り
聞
く
よ
う

に
心
が
け
る
。

４
．
何
度
も
繰
り
返
し
考
え
る
こ
と
。
ア

イ
デ
ア
で
勝
負
が
決
ま
る
。

５
．
達
成
す
る
集
中
力
。
あ
き
ら
め
ず
実

行
す
る
こ
と
。

　

私
は
、
毎
週
社
員
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
９
月
８

日
で
１
４
３
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

鉄
道
広
告
は
三
つ
の
メ
デ
ィ
ア
（M

ass

・

Social

・O
w

ned

）
と
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
今
日
、
鉄
道
広
告
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や

Ｕ
Ｒ
Ｌ
検
索
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
連
携
を
し
て
い
る
か
調
べ

た
と
こ
ろ
、
媒
体
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ざ
っ

と
50
％
ぐ
ら
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

氾
濫
す
る
情
報
チ
ャ
ネ
ル
の
中
で
、
駅
・

電
車
の
鉄
道
広
告
は
「
気
づ
か
せ
」
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
三
つ
の
メ
デ
ィ
ア

と
連
携
し
、
更
に
そ
の
チ
カ
ラ
を
発
揮
す

る
の
で
す
。

　

日
本
で
一
番
乗
降
人
員
が
多
い
駅
は「
新

宿
」
で
す
が
、「
大
阪
」
は
３
番
目
に
多
い

駅
で
す
。

　

ま
た
、
店
舗
面
積
は
大
阪
・
梅
田
エ
リ

ア
が
１
５
０
％
も
増
え
、
日
本
一
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
阪
・
梅
田

エ
リ
ア
は
こ
れ
か
ら
激
烈
な
販
売
競
争
が

始
ま
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
大
阪
、
関
西
は
生
産
年
齢
人
口

（
15
～
64
歳
）
が
、
今
後
10
年
間
に
全
国
で

最
も
減
少
す
る
エ
リ
ア
だ
と
試
算
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
逆
に
シ
ル
バ
ー

層
（
65
歳
～
）
が
確
実
に
増
え
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
層
に
つ
い
て

も
「
消
費
」
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、「
感

動
」
は
年
齢
に
関
係
な
く
い
つ
ま
で
も
持

ち
う
る
要
素
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

広
告
は
「
物
を
売
る
こ
と
」
と
「
感
動
を

伝
え
る
」
こ
と
の
両
面
で
考
え
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
研
修
を

こ
れ
か
ら
大
い
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ

ス
概
論
」「
意
匠
審
査
の
基
礎
知
識
」
と
い

う
基
礎
基
本
を
押
さ
え
つ
つ
、
特
に
関
西

エ
リ
ア
の
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
に

よ
る
経
済
効
果
と
新
交
通
広
告
事
情
」
を

中
心
に
、
大
阪
・
梅
田
、
な
ん
ば
、
天
王
寺
・

阿
倍
野
地
区
、
京
都
、
神
戸
等
、
関
西
エ

リ
ア
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
展
開
事
例
、
関
西

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
将
来
像
等
々
関
西
を

中
心
と
し
た
視
点
に
立
ち
、
幅
広
く
ご
紹

介
が
で
き
、
会
員
の
営
業
展
開
に
役
立
つ

研
修
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

● 

支 

部 

便 

り 

●

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

㈱メトロアドエージェンシー 金沢氏によるセッション

挨拶する浅沼支部長
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
講
師
な
ど
概
要
は
左
記

の
と
お
り
。

「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」

交
通
広
告
の
種
類
・
名
称
、
交
通
広
告
の

特
性

交
通
広
告
の
市
場
規
模
な
ど

講
師:

㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー　

金
沢　

一
幸
氏

「
交
通
広
告
意
匠
審
査
の
基
礎
知
識
」

関
係
す
る
基
本
的
な
法
律
や
各
種
事
例
を

交
え
て
の
基
礎
知
識
の
習
得
な
ど

講
師:

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
Ｏ
Ｏ

Ｈ
メ
デ
ィ
ア
の
位
置
づ
け

事
例
紹
介
を
交
え
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
視
点

・
本
当
の
媒
体
価
値
の
考
え
方
に
つ
い
て

（
大
型
ボ
ー
ド
レ
ギ
ュ
ラ
ー
枠
の
評
価
）

・
リ
ー
セ
ン
シ
ー
効
果
を
狙
っ
た
飲
食
繁
華

街
の
展
開

・
リ
ー
セ
ン
シ
ー
効
果
を
狙
っ
た
郊
外
型
の

展
開

・
ブ
レ
ス
ケ
ア
商
品
の
展
開

●
セ
ミ
ナ
ー
サ
マ
リ
ー

　

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
の
２
社
で
Ｏ
Ｏ
Ｈ
を

担
当
し
て
い
る
が
、
グ
ル
ー
プ
内
で
も
Ｏ

Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
の
位
置
付
け
に
は
さ
ほ
ど

変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、
状
況
は
か
な
り

異
な
っ
て
い
る
。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
と

い
う
こ
と
で
、
制
約
事
項
も
あ
り
、
駅
、

車
両
ジ
ャ
ッ
ク
、
強
制
視
認
に
つ
な
が
る

よ
う
な
展
開
を
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、

思
い
切
っ
た
広
告
展
開
が
難
し
い
。
一
方
、

ア
サ
ヒ
フ
ー
ド
ア
ン
ド
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
広

告
予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
異
な
っ

た
状
況
下
で
、
い
か
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
展
開
が
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　
「
本
当
の
媒
体
価
値
の
考
え
方
に
つ
い

て
」
と
い
う
こ
と
で
、
大
型
セ
ッ
ト
ボ
ー

牛
島　

信
夫
氏

「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
に
よ
る
経
済
効

果
と
新
交
通
広
告
事
情
」

関
西
エ
リ
ア
の
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
、近
鉄
、南
海
、

京
阪
、
阪
神
、
地
下
鉄
等
）
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
展
開
事
例
及
び
販

売
手
法

講
師:

㈱
ア
ド
近
鉄　

音
川　

峰
行
氏

　

最
後
に
、
業
務
ご
多
忙
な
折
り
貴
重
な

お
時
間
を
研
修
に
割
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
講
師
の
皆
様
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

㈱ジェイアール西日本コミュニケーションズ 牛島氏によるセッション

㈱アド近鉄 音川氏によるセッション

支
部
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
18
日
（
火
）、
宣
伝
会
議
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
に
お
い
て
、
講
師
に
ア
サ
ヒ
フ
ー

ド
ア
ン
ド
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社
食
品
事

業
本
部
食
品
企
画
部
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
上か
み

籔や
ぶ

寛ひ
ろ

士し

氏
を
お
招
き
し
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

上
籔
氏
が
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
宣
伝
部
媒

体
チ
ー
ム
在
籍
時
に
携
わ
っ
た
Ｏ
Ｏ
Ｈ
の

展
開
例
、
現
在
の
ア
サ
ヒ
フ
ー
ド
ア
ン
ド

ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱
食
品
事
業
本
部
食
品
企
画

部
で
プ
ラ
ニ
ン
グ
し
て
い
る
こ
れ
か
ら
の

展
開
な
ど
、
か
な
り
デ
ィ
ー
プ
で
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
内
容
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
参
加
し
た
約
１
５
０
名
の
支
部
会

員
の
み
な
さ
ま
は
、
食
い
入
る
よ
う
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
活
発
な

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

●
ア
ジ
ェ
ン
ダ

Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
に
期
待
す
る
こ
と

～
目
的
に
応
じ
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
考

え
方
～

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ

デ
ィ
ア
に
期
待
し
て
い
る
こ
と

首
都
圏
支
部
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る
企
業
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
抱
え
て
い
る

課
題
、
ブ
ラ
ン
ド
の
現
状
分
析
も
重
要
な

こ
と
で
は
あ
る
が
、
各
企
業
が
メ
デ
ィ
ア

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
課
題
を
持
っ
て
い

る
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
け
ば
、

メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
進
め
る
上
で

や
り
取
り
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
だ
け

で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
生
活
者
と
し
て
Ｏ

Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
な
が
ら
行
動
し
た

際
、
そ
の
媒
体
が
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い

る
の
か
と
い
う
視
点
で
各
ユ
ニ
ッ
ト
を
捉

え
て
い
た
だ
き
、

・
注
目
の
高
い
媒
体
だ
が
、
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
額
面
広
告

・
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
、
携
帯
を
見
た
り
、

新
聞
も
広
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
車
内
で
も
、

目
線
が
行
き
や
す
い
窓
上
広
告

・
そ
れ
以
上
に
動
画
に
目
が
行
き
や
す
い

の
で
、
つ
い
見
て
し
ま
う
車
内
ビ
ジ
ョ
ン

広
告

と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
ん
な
特
徴

の
あ
る
媒
体
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
突
き

詰
め
て
欲
し
い
。

　

駅
メ
デ
ィ
ア
は
、
車
両
メ
デ
ィ
ア
に
比

べ
る
と
リ
ー
チ
と
い
う
点
で
は
低
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
駅
、
そ
の
場
所
で
し

か
果
せ
な
い｢

と
が
っ
た｣

展
開
が
可
能

な
の
で
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
で
は
と
い
う
ア
イ

デ
ィ
ア
を
提
示
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
つ
な
げ

る
に
あ
た
り
、
親
和
性
が
本
当
に
あ
れ
ば
、

そ
れ
ほ
ど
多
額
の
予
算
を
か
け
ず
に
該
当

す
る
駅
、
該
当
す
る
エ
リ
ア
内
で
完
結
す

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
で
き
る
と
思

う
。
現
在
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活

用
事
例
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
切
り
口
で
も
提
案
い
た
だ
き

た
い
。

　　

一
方
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
を
中
心
に
リ
ー
チ
の

補
完
と
し
て
Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す

る
ケ
ー
ス
も
非
常
に
多
い
と
思
う
が
、
そ

の
時
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
提
案
ま
で
は

ド
の
価
値
検
証
を
行
な
っ
た
。

　

セ
ッ
ト
ボ
ー
ト
の
設
置
年
数
、
掲
出
駅
、

掲
出
場
所
等
に
よ
り
効
果
が
違
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
、個
々
の
セ
ッ

ト
ボ
ー
ド
の
持
つ
パ
ワ
ー
を
数
値
化
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
媒
体
価
値
を
導
き
出
し

た
。
そ
れ
に
基
い
て
、
接
触
者
と
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し

た
上
で
そ
れ
に
基
き
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ド
ビ
ル
ド
を
行
っ
た
。
数
値
に
し
て
み
る

と
、
社
内
で
説
明
を
す
る
と
き
に
も
有
用

な
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
資
料
に
な
っ
た

と
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
場
合
、

前
を
通
る
誰
も
が
立
ち
止
ま
り
目
を
や
る

よ
う
な
印
象
的
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
や
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
ニ
ュ
ー
ス
や
話
題
と

し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
特
殊

な
展
開
を
実
施
す
る
こ
と
を
常
に
考
え
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
現
実
的

な
側
面
か

ら
考
え
た

場
合
、
そ

の
よ
う
な

展
開
を
年

間
に
何
回

も
実
施
で

き
る
よ
う

な
潤
沢
な

メ
デ
ィ
ア

予
算
を

持
っ
て
い

な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か

し
、
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
中
に
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
こ
う
し
た
役
割
で
こ

の
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
す
る
と
い
う
明
確
な

目
的
が
あ
れ
ば
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
手

を
出
す
こ
と
は
な
く
ワ
ン
コ
ピ
ー
を
工
夫

す
る
だ
け
で
、
よ
り
広
告
目
的
を
達
成
で

き
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
は
メ

デ
ィ
ア
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
と
分
け
ず
に
、
メ
デ
ィ
ア
担
当
な

ら
で
は
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
現
在
の
ア
サ
ヒ
フ
ー
ド
ア
ン

ド
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
担

当
と
し
て
は
、
現
在
、
主
力
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
る
、
ミ
ン
テ
ィ
ア
、
ク
リ
ー
ム
玄
米
ブ

上
かみやぶ

籔　寛
ひろ

士
し

氏 
プロフィール

アサヒフードアンドヘルス
ケア株式会社食品事業本部
食品企画部プロデューサー

2000 年 4 月　アサヒビール㈱入社
2004 年 4 月　宣伝部 媒体チームに属し、6 年半の間に、

新聞、雑誌、交通、ラジオ、BS、CS メ
ディアを担当。特に交通広告はそのうち
の 5 年半担当。

2010 年 9 月　アサヒフードアンドヘルスケア㈱食品営
業部

2011 年 7 月　同社　食品企画部食品カテゴリーの全媒
体を担当しながら、新商品関係のブラン
ドを担当。
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ラ
ン
、
１
本
満
足
バ
ー
の
３
つ
の
ブ
ラ
ン

ド
に
つ
い
て
、
広
告
は
Ｔ
Ｖ
が
中
心
で
あ

り
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の
リ
ー
チ
補

完
と
し
て
の
役
割
が
中
心
で
あ
る
。
一
方
、

こ
れ
か
ら
改
め
て
全
国
展
開
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
は
、
Ｔ

Ｖ
広
告
投
資
は
難
し
く
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ
を
起
点

と
し
た
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
求
め

ら
れ
る
商
品
も
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

特
に
新
商
品
に
つ
い
て
は
、
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
商
品
情
報
を
開
示
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
が
、
常
日
頃
か
ら
、
様
々
な
情
報
を
い

た
だ
い
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
置
き
、
時
間

が
な
い
場
合
に
動
き
や
す
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。

　

そ
の
際
は
、
く
ど
い
よ
う
だ
が
、
媒
体

枠
と
し
て
だ
け
の
提
案
や
、
金
額
あ
り
き

の
情
報
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
媒
体
を
使
っ

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る
の

か
と
い
っ

た
、
５
Ｗ

１
Ｈ
で
、

具
体
的
な

活
用
方
法

に
つ
な
が

る
提
案
を

し
て
い
た

だ
け
れ
ば

と
思
う
。

鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
Ｕ
Ｐ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

～
「
ひ
と
声
マ
ナ
ー
」
は
じ
め
よ
う
～

　

国
土
交
通
省
と
提
携
し

12
月
５
日
ス
タ
ー
ト

 　

今
回
は
「
ひ
と
声
マ
ナ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、「
目
の
不
自
由
な
方
へ
の
お
手
伝
い
」「
席

を
譲
る
」
と
い
っ
た
思
い
や
り
の
ひ
と
声
を
ポ

ス
タ
ー
で
具
体
的
に
例
示
す
る
。
鉄
道
利
用
者

に
、「
ひ
と
声
マ
ナ
ー
」
の
必
要
性
を
認
識
し

て
も
ら
い
、
実
際
の
行
動
（
声
か
け
）
に
つ
な

げ
て
も
ら
う
た
め
に
、
首
都
圏
・
近
畿
圏
・
中

部
圏
を
中
心
に
鉄
道
事
業
者
36
社
に
協
力
い
た

だ
き
ポ
ス
タ
ー
を
展
開
す
る
。
昨
年
よ
り
も
多

く
の
鉄
道
会
社
に
協
力
い
た
だ
け
る
の
で
、
目

に
さ
れ
る
機
会
も
大
幅
に
増
加
す
る
と
思
う
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
ト
レ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
も
放
映
さ
れ
る
。

■
掲
出
期
間

　

２
０
１
１
年
12
月
５
日
（
月
）
～

　

２
０
１
２
年
１
月
31
日
（
火
）

（
社
に
よ
っ
て
異
な
る
）

■
ビ
ー
ク
ル

駅
ポ
ス
タ
ー
Ｂ
１
、
Ｂ
２
ポ
ス
タ
ー
各
１

種
類

車
内
ポ
ス
タ
ー
Ｂ
３
ポ
ス
タ
ー
２
種
類

■
鉄
道
会
社

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
東

武
鉄
道
、
西
武
鉄
道
、
京
成
電
鉄
、
京
王
電
鉄
、

小
田
急
電
鉄
、
東
京
急
行
電
鉄
、
京
浜
急
行
電

鉄
、
東
京
地
下
鉄
、
相
模
鉄
道
、
名
古
屋
鉄
道
、

近
畿
日
本
鉄
道
、
南
海
電
気
鉄
道
、
京
阪
電
気

鉄
道
、
阪
急
電
鉄
、
阪
神
電
気
鉄
道
、
新
京
成

電
鉄
、
北
総
鉄
道
、
東
葉
高
速
鉄
道
、
東
京
臨

海
高
速
鉄
道
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
、
横
浜
高
速

鉄
道
、
埼
玉
高
速
鉄
道
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
、

ゆ
り
か
も
め
、
北
大
阪
急
行
、
大
阪
府
都
市
開

発
、
山
陽
電
気
鉄
道
、
東
京
都
交
通
局
、
横
浜

市
交
通
局
、
名
古
屋
市
交
通
局
、
京
都
市
交
通

局
、
大
阪
市
交
通
局
、
神
戸
市
交
通
局

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

2011 年も師走を迎えました。今年は世界のいたるところで起きる天災、政権
崩壊、欧州の金融危機などの落ち着けない映像を日々テレビで見ていました。
一方でなでしこジャパンの明るいニュースは本当に沁み入りました。
来年は、中庸でいいから心穏やかな日を過ごせるようになるといいですね。少
し早いですが、今年もありがとうございました、来年もよろしくお願いいたし
ます。
皆さまの冬の計画お聞かせ下さい。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。 information@j-jafra.jp


